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(1) 

V の回転軸と垂直な断面は右図のようになる。 

この面積は、半径 22 ca  の円の面積の
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と、 

2 辺の長さが ca, の長方形の面積の和になるから、 

求める体積をW とすると 
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ここで、 01  bca であるから 
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2)1()( bbbf  とおき、 10  b における増減を調べる。 
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増減表より、
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b のとき極大。
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(注) 

0W となるのは、 1,0  bca または 0,1  bca のとき。 
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b で、 0,
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,0  ca のとき。 
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